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住
民
本
位

の
行
政
を
効
率
的
な
機
構

で

地
方
自
治
体
の
人
件
費
問
題
そ
の
他
を
め
ぐ
る
日
本
共
産
党
の
見
解

一
、

政

府

、

必

要

自
民
党
か
ら
の
挑
戦
と
革
新
側
の
新
し
い
対
応
の

,

今
日

の
情
勢

の
特
徴

の

一
つ
は
、
イ

ン
フ
レ
と
不
況
、
資

源
食
糧

問
題

な
ど
が
深
ま

る
危
機

の
な
か
で
長
期

に
わ
た
る
自

民
党
支

配
が
、
あ
ら
ゆ

る
面

で
き
び

し
い
実
生
活
を
通
し

て
の
国
民
的
点
検
を
う
け
て

い
る
と

こ

ろ
に
あ

る
。

田
中
内
閣

に
か
わ

っ
た

三
木
内
閣
も
、
国
会

の
場
で
大
企
業

本
位

、
ア
メ
リ
カ
追
随

の
限
界
と
矛
盾
を
き
び
し
く
問
わ
れ
て

い
る
。

今

回
の
い

っ
せ
い
地
方
選
挙
も
、
国
民
生
活

に
も

っ
と
も
密
着
し
た
地

方
政
治

の
場

で
、
自
民
党

の
地
方
政
治

に
国
民
的
点
検
を
お

こ
な
う
全
国

的
政
治
戦

と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
選
挙

で
政
府
、
自
民
党
は
、
昭
和
三
十
年
以
来

の
深
刻
さ
を
示
し

て
い
る
地
方
財
政
危
機

の
問
題
を
最
大

の
争
点
と
し
て
と
り
あ
げ
て
き
た
。

地
方
財
政
危
機

は
、
自
民
党

の
地
方
政
治

の
破
た
ん
を
も

っ
と
も
鮮
明

に

し
て
い
る
問
題

で
あ
り
、
す

で
に
昨
年
十

二
月

に

「
住
民
要
求
実
現

の
た

め
地
方
財
政
危
機
を
打
開

し
、
自
治
権
拡
充
を
め
ざ
す
日
本
共
産
党

の
提

案
」

を
発
表

し
、
地
方
財
政
危
機
を
も

っ
と
も
重
要
な
問
題
と
し
て
提
起

一
九
七
五
年
三
月
二
二
日

し
て
き
た
党

と
し
て
、
わ
が
党

は
こ

の
挑
戦

を
正
面
か
ら
う
け
と
め

て
た

た
か
う
も

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
自

民
党

は
、
地
方

財
政
危

機
を
も
た
ら
し
た
も

の
と

し
て
地

方
公
務
員

の
給
与
問
題
を
多

分

に
人
為

的

に
お
し
出
し
て
き
た
。
自
民
党

が
選
挙

の
争
点

と
し
て
国
と
地
方

の
バ

ラ
ン
ス
、
社
会
的
不
公
正
と

い
う

基
準

を
持
ち
だ
し
た

こ
と
自

体
、
そ

の
金
権
政
治
批
判

の
ポ
ー
ズ
と

と
も

に
、
自
民
党

の
自
己
矛
盾
を
示
す
も

の
と
し
て
興
味
ぶ

か
い
。

同
時

に
革

新
勢
力
と
し
て
も
、
現
在

の
情
勢
下
で

の
自
民
党

の
目
さ
き

を
変

え
た
手
法
で

の
挑
戦

に
た

い
し
て
、
新
た
な
対
応
を
も
必
要
と

し
て

い
る
。
す
で

に
百
九
十
を

こ
す

に
い
た

っ
て

い
る
革
新
勢
力
を
基
盤

と
す

る
自

治
体

の
行
政

の
中

に
は
、
自
民
党

政
治

の
遺
産
と
も
関
連

し
て
、
給

与
問
題
を
ふ
く
め
て
旧
来

の
官

僚
主
義
的
慣

習
、
効
率
的
で
な

い
行
政
運

営
な
ど
が
な

い
と
は

い
え
な

い
。
ま
た
、

一
部

の
党
略
的
反
共
分
裂
主
義

の
道
具
と
し
て

の
同
和
行
政

の
不
公
正
を
地
方
自
治
法

に
反

し
て
拡
大

し

た
と

こ
ろ
も
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
反
動
勢
力

の
妨
害
、
革
新
勢
力

の
議
会
勢
力

な
ど
で
の
力

の
不
足
や
、
統

一
戦
線

の
結
集
、
強
化

の
う
え

で
の
内
部
的

な
弱
さ

、
革



新
勢
力

の
集

団
的
知
恵

を
十
分
結
集

し
て

い
な

い
弱
さ

な
ど

に
よ
る
も

の

で
あ
る
。

い
ま
、

こ
れ
ら

の
政
策

上
、
組
織

上

の
問
題
点
も
試
練

に
さ

ら

さ
れ
て

い
る

の
で
あ
る
。
革
新
勢
力

は
、
給
与

問
題
を
利
用

し
た
自
民
党

の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
粉

砕
す

る
と
同
時

に
、
新

し

い
政
治
経
済
情
勢

の
も

と

で
多
面
化
す
る
住
民
要
求

に
こ
た
え
る
た
め

に
も
、
革
新
地
方
政
治

を

さ
ら

に
前
進
さ
せ
る
た
め

に
も
、
革

新

の
基

盤

に
立

つ
自
治
体

の
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ

つ
つ
、
そ

の
弱
点

や
欠
陥

に
た

い
し
て
す

す
ん

で
き
び
し

い
自
己
点
検

を
く
わ
え
、
大
胆

に
克

服
す
る
態
度

を
と
る

こ
と
が
、
と
く

に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

二
、
自
民
党
の
革
新
自
治
体
攻
撃
の
六
つ
の
欺
ま
ん

自
民
党
は
、
自
治
省

の
数
字
な
ど
を
使

っ
て
、
革
新

自
治
体

の

「
で
た

ら
め
な
給
与
行
政
」

に
よ
る

「
人
件
費

の
膨
張
」
が
地
方
財
政
危
機

の
最

大
原
因
だ
と
宣
伝

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
方
選
挙
め
あ
て

の
不
当
な
政

治
的
攻
撃

で
あ

る
。

し
か
し
第

一
に
、
人
件
費
膨
張
が
地
方
財
政
危
機

の
最
大
要
因
な
ど
と

は

い
え
な

い
。
都
道
府
県
決
算

に
し
め
る
人
件
費

の
比
率

は
、
地
方
自
治

体
が
自

民
党
政
府

の

「高
度
成
長
」
政
策

に
協
力
さ

せ
ら
れ

る
な
か
で
、

投
資
的
経
費

に
お
さ

れ
て
、

む
し
ろ

一
貫

し
て
低
下

し
て
き

た
。

一
九

六

〇
年

に
四

一
・
八
滑
E

だ

っ
た
の
が
、
七
二
年

に
は
三
四

・
烹

一

ま

で

低
下
し
て

い
る
。
こ
れ
が
最
近

二
、
三
年
来

上
昇

に
転
じ

て

い
る
の
は
、

自
民
党

政
府

の
つ
く
り

だ
し

た
悪
性

イ

ン

フ
レ
と

狂
乱
物

価
、

「
総

需

要
抑
制

」
政
策

の
地
方

財
政

へ
の

一
方
的

し

わ
よ
せ

に
よ
る
も

の
で
あ

る
。第

二
に
、
地
方
財
政
危
機

は
革
新
自
治
体

だ
け

の
も

の
で
は
な

い
。
自

治
省
発
表

の
自
治
体

ご
と

の
人
件
費
比
率

が
高

い
団
体

も
、
革

新
自
治
体

が
と
く
に
多

い
と
は

い
え
な

い
。
東
京
都

の
場
合

も
、

一
九
七
三
年
度
決

算

の

一
般
会
計

に
し
め
る
人
件
費

の
割
合

は
三
五

・
i
t=
-
-
で
、
全
国
都

道
府
県
平
均

よ
り
低

く
、
保
守
県
政

の
兵
庫

四
〇

・
七
齢
p
、
福
岡
四

四
・

111>
-
-
な
ど
よ
り
も
は
る
か
に
低

い
。

第

三

に
、
政
府

、
自

民
党

に
よ
る
国

と
地
方
自
治
体

の
比
較

の
し
か
た

は
、
"
統
計

で
ウ
ソ
を

つ
く
方
法
"

の

一
例

に
す

ぎ
な

い
。
す

な
わ
ち
、

地
方
公
務
員
全
体

の
三

二

・
六
蛭
ト

に
す
ぎ
な

い

一
般
行
政
職

の
職
員
だ

け

の
比
較

に
と
ど
ま
る
。
ま
た

「
ラ

ス
パ
イ

レ
ス
指
数
」
を
も
ち

い
て
地

方
自
治
体

の
学
歴
別
、
経
験
年

数
別

の
職
員
構
成
が
国

の
そ
れ
と
同

一
だ

と
仮
定

し
た
も

の
で
あ
る
。
財
政

の
観
点

か
ら
人
件
費
を
み
る
場
合
、
問

題
は
職
員

の
平
均
賃
金
で
あ
る
。
職
種
別
平
均
給
与
月
額
を
国
を

一
〇
〇

と

し
て
比
較
す
る
と
、
地
方
は

一
般
行
政
職
九

六

・
六
、
全
職
種

九
二

・

三
で
、
地
方
公
務
員

の
給
与
水
準

の
方
が
低

い
。

第
四

に
、
国
家
公
務
員
を
上
ま
わ
る
地
方
公
務
員

の
給
与
水
準

を
国
家

公
務
員
な
み

に
引
き
下
げ

よ
と

い
う
自
民
党

の
主
張
も

、
法
律
無
視

の
暴

論

に
す
ぎ

な
い
。
自
民
党

は
、
町
村

の
職
員

な
ど
国
家
公
務
員

よ
り
低

い

地
方
公
務
員

の
給
与
を
国
家
公
務
員

な
み

に
引

き
上
げ
よ
と
は

い
わ
ず

に
、

国

よ
り
高

い
場
合

の
み
を
問
題

に
し
て

い
る
。
地
方
公
務
員
法
第

二
十

四

条
第

三
項

は
、
国
家
公
務
員

の
給
与
を

、
地
方

公
務
員

の
給
与
決
定

に
あ

、
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た

っ
て

「
考
慮
」
す
べ
き
五

つ
の
要
素

(生
計

費
、
国

の
職
員

の
給
与

、

他

の
地
方
自
治
体
職
員

の
給
与

、
民
間
事
業

の
従
事
者

の
給
与

、
そ

の
他

の
事
情
)

の

一
つ
と
す

る
だ

け
で
あ
る
。
他
方

、
同
条

五
項
で
は
、

「職

員

の
勤
務
時
間

そ
の
他
職
員

の
給
与
以
外

の
勤
務
条
件

を
定
め
る

に
当

っ

て
は
、
国
及
び
他

の
地
方
公
共
団
体

の
職
員
と

の
間
に
権

衡
を
失
し
な

い

よ
う
に
適
当
な
考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

と
規
定

し
て
、
国

家
公
務
員
と
バ

ラ
ン
ス
を
保

つ
べ
き
地
方
公
務
員

の
勤

務
条
件

か
ら
、
と

く

に
給
与
を
明
確

に
除
外
し
て

い
る
。

つ
ま
り
自

民
党

は
、
地
方

公
務
員

の
給
与
決
定
基
準
と
し
て
法
律

に
も
反
す
る
基
準
を
も
ち
だ
し
て

い
る

の

で
あ
る
。

第

五
に
、
地
方
公
務
員
数

の
増
加

の
ほ
と
ん
ど
は
、
国

の
法
令

に
よ
る

職
員

の
増
加
と
住
民
奉
仕

に
直
結
す
る
職
員

の
増

加
で
あ
る
。
自

治
省

の

文
書

で
も
、
昭
和

四
十
人
年
度

に
た

い
す
る
同
四
十
九
年
度

の
増

加
数

十

一
万
人

の
内
訳
が
、
国

の
き
め
る
法
令

で
定
数
基
準

の
定

ま
る
教
育

、
警

察

、
消
防
関
係

五
万
人
、
病
院
、
水
道
、
交
通
等

の
公
営
企
業

な
ど

一
万

人
、
保
育
所
、
老
人
ホ
ー

ム
、
清
掃
関
係
な
ど
直
接
住
民
奉
仕

に
つ
な
が

る
も

の
三
万
人

で
、

こ
の
三
者

で
全
体

の
増
加
数

の
八
割
以
上
を
し
め
て

い
る
こ
と
を

の
べ
て
い
る
。
入
件
費
問
題
で
革

新
自
治
体

を
攻
撃

す
る
自

民
党

の
文
書
も
、
最
近
五
年
間

の
地
方
公
務
員
増

加
数

四
十

二
万
人

の
八

割
以
上
が
国

の
法
令

に
よ
る
も

の
や
福
祉
関
係
で
あ
る

こ
と
を
み
と
め
て

い
る
。
第
六

に
、
自
民
党
は
、
東
京

都
で
人
件
費
千

二
百
億

円
を
節

約
す
れ
ば

三
千

の
保
育
所
建
設
が
で
き
る
と

い
う
例
を
出
し
、
人
件
費
削
減

に
よ
る

福
祉
拡
充

を
主
張

し
て

い
る
が
、
こ
れ
も
ま

っ
た
く

の
欺
ま
ん

に
す
ぎ
な

い
。
自

民
党

は
、
地
方
自

治
体
に
お
け
る

「
福
祉

の
先
取
り
」
を

「地
方

財
政

硬
直

化
」

の
重
要
原
因

の

一
つ
だ
と

い

っ
て
、
福
祉
優
先
政
策
を
敵

視

し
て
い
る
政
党
で
あ
る
。
ま
た
東
京
都

で
三
千

の
保
育
所
と
い
う
例
も
、

超
過
負
担

の
出
る
低

い
基
準

単
価

で
計
算

し
た
う
え
、
用
地
費
や
保
母
な

ど

の
人
件
費
増

加
を
ま

っ
た
く
考

え
な

い
も

の
に
す
ぎ
な

い
。

結
局

、
人
件
費

問
題
で

の
自
民
党

の
革
新

自
治
体
攻
撃

は
、
革
新
勢
力

へ
の
国
民

の
信
頼

を
陽

つ
け
る
た
め

の
党

利
党
略
的
宣
伝
で
あ
り
、
地
方

財
政
危
機

の
真

の
根

源
で
あ
る
自

民
党

の
悪
政

に
つ
い
て

の
責
任
を
回
避

し
て
そ
れ
を
地
方
自

治
体

に
転
嫁

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
財

政

へ
の
政
府

の
統
制

強
化
と
地
方
自

治

へ
の
介
入
を
は
か
り
、
人
件
費
な

ど
を
圧
縮

さ
せ
て
大
企
業
奉

仕
に
地
方
財

政
を
動
員
し
よ
う
と
す
る
も

の

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

三
、
地
方
財
政
危
機
の
諸
要
因
と

一
貫
し
て
対
決
す
る
日
本
共

産
党

最

近

の
地
方
財

政
危
機

の
お
も
な
原
因
が
、
自
民
党
政
治

に
よ
る
悪
性

イ

ン
フ
レ
と
不
況

、
そ

の
も
と
で

の

「総

需
要
抑
制
」
政
策

に
あ
る

こ
と

は
あ
ま
り
に
も
明
白

で
あ
る
。
こ

の
打
開

の
た
め

に
は
、
わ
が
党
が
提
唱

し
て

い
る
超
過
負

担
解
消
特

別
措
置
法

な
ど

の
制
定
、
地
方
交
付
税
率

の

現
行

三

二
い
♂

か
ら
四
〇
h
一

へ
の
引

き
上
げ
、
大
企
業

な
ど

へ
の
特
権

的
減
免
税

の
廃

止
と
負
担
金

の
制
度

化
な
ど
が
、
緊
急

に
必
要
で
あ
る
。

日
本
共
産
党

は
、
地
方
自

治
を
わ
が
国

の
民
主
主
義

の
重
要
な

一
内
容



と
し
て
擁
護
し
発
展
さ
せ
る
立
場

に

一
貫
し
て
立

っ
て

い
る
。
現
行
憲
法

制
定
当
時
、
各
政
党

の
な
か
で
地
方
自
治

の
制
度
を
主
張
し
た
憲
法
案
を

提
起

し
た
の
は
、
日
本
共
産
党
だ
け
で
あ
る
。
わ
が
党
は
ま
た
、
将
来
と

も
擁
護

し
発
展
強
化
す

べ
き

「
憲
法

五
原
則
」

の

一
つ
と
し
て
地
方
自
治

の
原
則
を

か
か
げ

て
い
る
。
現
在

の
地
方
財
政
危
機

に
関
連
し
た
問
題
で

い
え
ば
、
日
本
共
産
党
は
地
方
財
政
危
機

の
諸
要
因
と

一
貫
し
て
対
決
し

て
き
た
政
党

で
あ

る
。

第

一
に
、
大
企
業
本
位

の

「
高
度
成
長
」
政
策

、
「
地
域
開
発
」

政
策

に

一
貫

し
て
反
対

し
て
た

た
か

っ
て
き

た
の
は
、
日
本
共
産
党
だ
け
で
あ

る
。
今
日

の
地
方
財
政
危
機

の
根
源

に
は

「
三
割
自
治
」
と

い
わ
れ
る
よ

う
に
、
地
方
自
治
体

の
権
限
も
財
源
も
保
障
さ
れ
ず
、
大
企
業
奉
仕

の
自

民
党

の

「高
度
成
長
」
政
策

に
自
治
体
が
協
力
さ

せ
ら
れ

て
き
た
事
実
が

横

た
わ

っ
て

い
る
。

一
九

六
〇
年
代

に
、
多
く

の
地
方
自
治
体
が

「地
域

開
発
」

の
名

の
も
と
に
大
企
業

に
有
利

な
工
業
誘
致
条
例

の
制
定
や
各
種

「
開
発
」
計
画

の
策
定

な
ど
を

お
こ
な

い
、
お
も

に
大
企
業

の
た
め
の
幹

線
道
路

、
港
湾

、
工
業
用

地
、

工
業
用
水

な
ど
の
建
設

に
熱
狂

し
て
住
民

の
血
税

を
そ
そ
ぎ

こ
み
、
自
治
体
当
局

が
ま
る
で
大
企
業

の
用
地

、
用
水

な
ど

の
調
達
機
関

の
観

を
呈
し
た
。

そ

の
た
め
に
、
物
価
高
、
公
害
、
災

害
、
交

通
地
獄
、
住
民
難

な
ど
に
拍
車

を
か
け
、
教
育

、
福
祉
対
策

な
ど

の
い
ち
じ
る
し

い
た
ち
お
く
れ
を
ま
ね
き
、
今

日
の
地
方
財
政
危
機
を

も

た
ら
し
た

こ
と
は
、
現
在

で
は
ま

っ
た
く
明
ら
か
で
あ

る
。

こ

の

「高
度

成
長
」

政
策
と

「
地
域
開
発
」
政
策

に
国
政
段
階

で
も
地
方
政
治

段
階

で

も

一
貫

し
て
反
対
し
て
た
た
か

っ
て
き
た
の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
あ
る
。

自
民
党

は
こ
れ
ら
諸

政
策

を
推
進
し
、
他

の
諸
政
党
も
ほ
と
ん
ど

そ
れ

に

同
調

し
て
き
た
。

第

二
に
、
日
本
共
産
党
は
、
少
な
か
ら
ぬ
地
方
自
治
体

の
財
政
危
機

の

重
大
な

一
因
と
な

っ
て

い
る

「
部
落
解
放
同
盟
」
朝
田
派

に
よ
る
地
方
財

政
く

い
つ
ぶ

し
を
や
め

さ
せ
る

た
め

に

一
貫

し

て
た
た

か

っ
て
き

た
。

「
解
同
」
朝

田
派
は
、
少

な
か
ら
ぬ
自

治
体
当

局
者

を
暴
力
的
交

渉
と
脅

迫

に
よ

っ
て
屈
服
さ
せ
、
朝
田
派

に
よ
る
同
和
行
政

の
独
占
的

「管
理
」

を
み
と
め
さ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま

の
利
権
を
む
さ
ぼ
り
、
公
正

な
行
政

と

い

う
原
則
を
ふ
み

に
じ
り
、
住
民
全
体

の
教
育
条
件

の
整
備
や
福
祉
行
政

の

均
衡

の
と
れ
た
実
行
を
不
可
能

に
し
、
地
方
財
政

の
破

た
ん

に
拍
車

を
か

け
て

い
る
。
朝
田
派

の
暴
力

に
屈
せ
ず
、
公
正

で
民
主
的

な
行
政

の
た
め

に
断
固
と

し
て
た
た

か

っ
て
い
る

の
は
、
日
本
共
産
党
だ

け
で
あ

る
。

四

、

地
方
自
治
体
の
人
件
費
や
行
政
機
構
の
あ
り
方
の
基
本

ー

住
民
本
位
の
行
政
を
効
率
的
な
機
構
で

(
1
)
日
本
共
産
党

は
、
地
方
財
政
危
機

の
責
任

を
革
新
自

治
体

の
人
件

費
問
題

に
転
嫁
す

る
こ
と
に
断
固
反
対
す

る
が
、
革
新
自

治
体

を
ふ
く
む

地
方
自
治
体

の
人
件
費
や
行
政
機
構

の
現
在

の
あ

り
方
に
欠
陥
や
問
題
点

が

な

い
な
ど
と

い
う
も
の
で
は
な

い
。
金
権

ノ
ー
、
不
公
正

ノ
ー
、
暴
力

ノ
ー
、
冗
費

ノ
ー

の
立
場

か
ら
、
革
新
自
治
体

と
し
て
す

す
ん
で

こ
の
点

の
自

己
点
検

を

つ
よ
め
、
民

主
的

で
創
造
的

な
進
路

を
切

り
ひ
ら
き
、
今

日

の
試
練

に
た
ち
む
か
う
新

し

い
基
盤

を
確

立
す
べ
き
で
あ
る
。
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地
方
自

治
体

の
人
件
費

や
行
政
機
構

の
あ

り
方

の
基
本
原
則

に
つ
い
て

の
わ
が
党

の
見

地
を
要
約

し
て

い
え
ば

、
「
住
民
本
位

の
行

政
を
効
率
的

な
機
構
で
」
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ

の
お
も
な
内
容

は
次

の
諸
点

で
あ

る
。ω

民
主
主
義

の
原
則

に
立
て
ば
、
国
と
地
方
自

治
体

と
を
問
わ
ず

、

そ
の
機
構
、
職
員
組
織
、
給
与
、
勤
務
条
件
な
ど
は
、
国
民
本
位

に
組
織

さ
れ
運
営
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
現
在

の
わ
が
国

の
地
方
自
治
体
は
、

自
民
党
政
府

の
出
先
機
構
と
し
て

の
性
格
と
地
方
自
治

の
機
構
と
し
て

の

性
格
を
あ
わ
せ
も
た
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
自
治

の
保
障
を
主
眼
と
し
て
、

地
方
自
治
体

の
機
構

は
組
織
さ
れ
運
営
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。

@

人
件
費
を

ふ
く

む
自
治
体

の
行
政
費
用
は
、
住
民
負
担

の
点
か
ら

い
っ
て
も
、
な
る
べ
く
少

な
い
の
が
よ

い
の
は
当
然
で
あ

る
。

し
か
し

そ

れ
は
、
行

政
機
構

の
関
与
が

で
き
る
だ

け
少

な
い
の
が
よ

い
と

い
う
旧
来

の
大
資
本
横
暴
放
任

の
立
場

で
は
な
く

、
住
民

の
生
活
保
護
、
大
企
業

の

民
主
的
規

則
な
ど

の
た
め
に
行
政
機
構

が
積
極
的

に
活
動
す

る
こ
と
の
重

視
を
前
提
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

の

自

治
体

の
職
員
定
数

な
ど
は
、
全
体

と
し
て
で
き

る
だ

け
む
だ

の

な

い
も

の
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
住

民
福
祉

に
直
結
す

る
よ
う
な
部
門

と
そ

れ

に
必
要
な
職

員
数
は
十

分
確
保

し
、
事
実

上
大
企
業
や

一
部

の
特
権
勢

力

へ
の
奉

仕
を
お
も
な
業
務

と
す
る
部

門
や
職
員

の
統
制
管
理

を
主
任
務

と
す
る
高
級
職
員
な
ど
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ω

職
員

の
給
与
、
労
働
時

間
そ

の
他

の
労
働
条
件

は
、
そ

の
生
活

と

労
働
者
と

し
て

の
基
本
的
権
利
を
守
り
、
住
民

へ
の
奉

仕

の
た
め
積
極

的

に
働
き

う
る

の
を
保
障
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。

し
か
し
、
そ

れ
に
よ

っ
て
住
民

へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ

せ
、
あ

る

い
は

一
部

の
高

級

職
員

に
特
権
を
あ

た
え
る
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。

㈲

住
民

の
側

か
ら
み
て
、
行
政

の
そ
れ
ぞ
れ

の
機
構

や
手
続
き
、
そ

の
責
任
者

な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
、
ま
た
住

民

の
意

見
を
反
映

し
や
す

い

も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

行
政

の
機
構

や
手
続

き
、
そ
れ
ら

に
か
ん

す
る
内

規
等

は
、
金
権

、
暴
力

、
不
公
正
を
許
さ
ず

、
公
正
で
民
主
的

に

住
民

に
奉
仕
す
る
立
場
を

つ
ら
ぬ

い
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

8

公
正
で
民
主
的
な
行
政
を
効

率
的

に
執
行
し
て

い
く
見
地

か
ら
、

機
構
や
運
営

の
改
善

が
た
え
ず
は
か
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
必
要

な
幹
部

職
員

の
登
用
や
適
時

の
人
事
異
動
な
ど
も
積
極
的

に
お
こ
な
わ
れ

る
べ
き

で
あ
る
。

(2
)

マ
ル
ク
ス
は
、

　
八
七

一
年

の
パ
リ

・
コ
ミ

ュ
ー
ン
の
積
極
的

な

革
命
的
な
意
義

の

一
つ
と

し
て

「公
務
は
労
働
者

な
み
の
賃
金

で
果

た
さ

な
け
れ
ば

な
ら
な

か

っ
た
。
…
…
公
職
は
、
中
央
政
府

の
手
先

た
ち

の
私

有
財
産

で
は
な
く

な

っ
た
」

こ
と
を
あ
げ

、
「
ブ

ル
ジ

ョ
ワ
諸

革
命

の
あ

の
合
言
葉
、
安
あ
が
り

の
政
府

〔
チ
…
プ

・
ガ

バ
メ

ン
ト
〕
を
実
現

し
た
」

こ
と
を
指
摘

し
た

(
「
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
内

乱
」
)
。

百
年

後

の
今

日
、

歴
史
的
事
情

は
当
然
異

な

っ
て
は

い
る
が

、
公
務
員

の
地
位

、
権

限

の
私

物
化

や
特
権
化

に
反
対

し
、
国
民
奉
仕

の
公
正
で
民
主
的

な
、
で
き
る
だ

け
む
だ
の
な

い
行
政

を
実
現
す

る
の
が
、
人

民
的

な
行
政

論

の
基
本
的
見

地
で
あ

る
こ
と
は
、
今

日
に
お

い
て
も
同
様

で
あ
る
。
日
本
共
産
党

の
見

解

は
、
科

学
的
社

会
主
義

の
こ
の
立
場
を
日
本

の
自
治
体

行
政

の
現
状

に



即
し
て
創
造
的

に
展
望

し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

(
3
)

こ
の
よ
う
な
基
本
的
見
地

に
て
ら

せ
ば
、
現
在

の
自
治
体
行
政

の

機
構

や
入
件
費

の
問
題
な
ど

に
改
善
す

べ
き
欠
陥
や
弱
点
な
ど
が
あ
る

こ

と
は
、
明

ら
か
で
あ

る
。

↑り

い
わ
ゆ
る

「
上
厚
下
薄
」

の
給
与
体
系
は
国
家
公
務
員

の
そ
れ
を

も
と
に
し
た
も
の
だ
が
、
改

め
ら
れ

る
べ
き

で
あ
る
。

@

東
京
都

の

「管
理
職
加
算
」
制
度

に
よ
る
局
長
な
ど

の
高
額
退
職

金

は
、
自
民
党
都
政

の
遺
物

の

一
つ
で
あ
り
、

こ
の
種

の
特
権
的
制
度
は

当

然
廃
止
さ
れ

る
べ
き

で
あ
る
。

"同
期
生
"

な

い
し

"
先
輩

・
後
輩
"

の
関
係

な
ど
に
も

と
つ
く
処
遇
を
主
目
的
と

し
て

の
管
理
職

の
新
増
設
な

ど
も
、
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
。

の

公
正

で
民
主
的
な
行
政

の
効
率
的

な
執
行

の
た
め

の
機
構
改
革
や

人
員
配
置

の
改
善

な
ど
は
、
率
直

に
提
起

し
、
労
働
組
合
な
ど
と

の
民
主

的
協
議
を

お
こ
な

い
、
適
切

な
改
善
策
を
得

て
積
極
的

に
そ
れ
を
推
進
す

べ
き
で
あ

る
。

ω

高
齢
者

の
職
員

は
、

む
し
ろ
国
家
公
務
員

に
多

い
が
、
年
齢

に
無

制

限
に
高
齢
者

の
職
員
を
多
数
も

つ
こ
と
は
、

一
般
的

に
は
適
当

で
は
な

い
。
し
か
し
、
公
務
員

の
定
年
制
廃

止
が

ス
ト
ラ
イ

キ
権
な
ど
を

は
く
奪

さ
れ
た
公
務
員

の
身
分
保
障

の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
だ

っ
た

こ
と

を
考
慮
す

る
な
ら
ば

、
い
ま
国
と

し
て

一
律

に
定
年
制
を
と

る
べ
き

で
は

な
く
、
老
齢

に
よ
る
退
職
後

の
生
活
保
障

に
た
る
年
金
制
度

の
拡
充
、
地

方

公
務
員

の
労
働
基
本
権

の
保
障

の
確
立
、
民
間
労
働
者

の
定
年

の
年
齢

引

き
上
げ
等

と
あ

わ
せ
て
、
自
治
体

ご
と
に
適
当

な
制
度
を
設
け

る
方
向

を
と
る

べ
き
で
あ
る
。

㈲

行
政

の
執
行

の
具
体
的
な
機

構
や
手
続
き
、

そ
れ
ら

に
か
ん
す

る

諸
規
定
な
ど
を
、
憲
法
や
地
方
自
治
法
な
ど

の
民
主
的
原
則

に
も
と
つ

い

て
点
検
し
、
不
公
正
で
非
民
主
的
な
も

の
を
大
胆

に
改
廃
す

る
こ
と
が

必

要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
企
業

へ
の
特
権
的
な
減
免
税
や
便
宜
提
供

な

ど
を
許
容
す
る
規
程
等
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
少

な
か
ら

ぬ
地
方
自
治
体

の
同
和
行
政

に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、

一
部
勢
力

の
不
当

な

暴
力
や
脅
迫

に
屈
服
し
て
自

治
体
当
局
が
お

こ
な

っ
た

と
り
き

め
な
ど
を

憲
法
や
地
方
自
治
法
な
ど

に
も
と
つ

い
て
正
規

に
決
定
さ
れ

て
住
民

に
示

さ
れ
て

い
る
規
程

に
事
実
上
優
先
さ
せ
て
、
特
定
団
体

に
同
和
事
業
を
独

占
的

に

「
管
理
」
さ
せ
、
あ
る

い
は

「
解
同
」
朝
田
派

の
暴
力
行
為

に
公

費
を
支
出
し
職
員
を
参
加
さ
せ
、
そ

の
他

の
便
宜
を
提
供
す
る

な
ど
の
こ

と
は
、
当
然
廃
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
東
京
都

の

「解
同
」
朝

田

派

に
よ
る

「
研
修
」
を
条
件

に
同
和
対
策

の
応
急
生
活
資
金

な
ど
を
貸
付

あ
る

い
は
支
給
す
る
な
ど

の
こ
と
は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
違
反

の
典
型

で
あ
る
。

五
、
自
治
体
労
働
者
と
労
働
組
合
運
動
の
問
題

(1
)
地
方
自

治
を
守
り
民
主
的
な
自
治
体

の
行
政
を
す
す
め
る
う
え
で
、

自
治
体
労
働
者
と
そ

の
労
働
組
合
運
動
が
は
た
す

べ
き
役
割

は
き
わ
め
て

大
き

い
。

今
日
、

一
部

の
高
級
官
僚
を

の
ぞ
き
、
自
治
体

の
職
員

の
圧
倒
的
多
数

は
、
自
治
体
当
局

に
雇
用
さ
れ

て
働
く
労
働
者

で
あ
る

と
と
も

に
、
住
民
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全
体

へ
の
奉

仕
と

い
う
特
殊
性
を

も

つ
職
務

を
お
こ
な
う
も

の
で
あ

る
。

住
民
も
、
自
治
体

労
働
者

が
地
方
自

治
を
守

り
、
住
民
福
祉

の
た
め
の
行

政
上

の
諸

活
動
を
積

極
的

に
お
こ
な
う
こ
と
を
の
ぞ
ん

で
い
る
。
革
新
自

治
体

に
お

い
て
は
住
民

の
こ
の
期
待

は

い
っ
そ
う
大
き

い
。

地
方
自

治
体
職

員
が
、
国
民

・
住
民

の

一
部

と
し
て
基
本
的
人
権
を
享

有
し
、
勤
労
者
と
し
て

の
基

本
的
諸
権
利

を
保
障
さ

れ
る
べ
き
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
職
員

が
住
民
奉
仕

の
公
正

で
民
主
的

な
行
政

を
創
意
性

を
発
揮
し
て
積
極

的
に
お
こ
な
う
た
め
に
も
、
重
要

な
条
件

の

一
つ
で
あ
る
。
同
時

に
、
職

員
は
、
住
民
奉

仕
の
行
政
を
積
極
的

に
す
す

め

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

も
し
自

治
体
労
働

者
が
、
住
民

の
期
待

に
こ
た

え

る
立
場
を
忘
れ
て
自
己

の
諸
権

利

の
み
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
住

民
奉

仕

の
民
主
的
原
則

に
反
す
る
行
政
を
み
ず
か
ら
も
た
ら
す

こ
と
と
な
り
、

と
く

に
革
新
自
治
体

に
お

い
て
は
地
方
政
治

の
革
新

の
推
進

を
妨

げ
る
結

果

に
も
な
り
か
ね
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
自
治
体

労
働
者

が
住
民

へ
の
奉

仕

と
い
う
職
務
を
遂
行
す
る

こ
と
と
、
自
治
体
労
働

者
が
国
民
と
し
て
勤

労
者
と
し

て
も

つ
諸
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
と
は
、
統

一
的
に
追
求

さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

第

二
次
大
戦
前

の
わ
が
国

の
官

公
吏
は
、
絶
対

主
義
的

天
皇
制

の
も
と

で
、
天
皇

へ
の
封
建
的
身
分
的
隷
属
関
係

に
あ
り
、
そ

の
服
務
は
、
天
皇

へ
の
忠
誠

の
も
と
に
無
定
量
か

つ
絶
対
を
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
官
公
吏
は
、

一
般
国
民

に
た

い
し
て
は
、
天
皇

の
統
治
権

の
執
行
者
と
し
て
特
権

的
な

も
の
と
さ
れ
た
。
現
行
憲
法
は
国
民
主
権

の
原
則
を
明
確

に
し
、
第
十
五

条

に
お
い
て
公
務
員

の
選
定

・
罷
免
が

「
国
民
固
有

の
権

利
」
で
あ
る
と

さ
だ

め
、
「
す

べ
て
公
務
員

は
、
全
体

の
奉
仕

者
で
あ

っ
て
、

一
部

の
奉

仕
者

で
は
な

い
」
と
規
定

し
、
公
務
員
を
前
近
代
的

な
身
分
的
隷
属
関
係

か
ら
解
放
す

る
と
と
も

に
、
公
務
員

の
特
権
的

な
地
位

を
否
定

し
た
。

こ

の
民
主
主
義
的
原
則

は
、
反
動
勢
力

の
支
配

と
自
民
党
政
治

の
も
と
で
ふ

み
に
じ
ら
れ

て
い
る
が
、

そ
れ

に
反
対

し
て
た
た
か
う
こ
と
は
、
公
務
員

労
働
者
を

ふ
く

む
革
新
勢
力

に
と

っ
て
重
要

な
民
主
主
義
擁
護

の
課
題

の

一
つ
で
あ

る
。
住
民
福
祉

に
直
結
す

べ
き
地
方
自
治
体

、
な
か
で
も
革
新

自
治
体

に
お
い
て
は
、
自
治
体
労
働
老

は
公
正

で
民
主
的

な
住

民
奉
仕

の

行
政
活
動
を
積
極
的

に
お
こ
な
う
こ
と
を
、
現
実

の
課
題

と
し
て
求

め
ら

れ
て

い
る
。

(
2
)
反
動
勢
力

は
、
公
務
員

は

「全
体

の
奉

仕
老
」

と
し
て

の
地
位
に

あ

る
と
い
う
理
由

で
、
自
治
体
労
働
者

の

「使

用
者

は
住
民
で
あ
る
」
な

ど
と

い
い
、
だ
か
ら
自
治
体
労
働
者

の
労
働
基

本
権

や
政
治
活

動

の
自

由

を
制
限
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
地
方
公
務
員
が

「全
体

の
奉
仕
者
」

と
し
て
の
職
務

を
も
ち
、
そ

の
給
与

が
住
民

の
納
税

で
ま
か
な
わ
れ
て

い

る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
自
治
体
労
働
者

の
賃
金

そ

の
他

の
労
働

条
件
を
住

民

の
理
解

と
支
持
を
得

ら
れ
る
適
正

な
も

の
と
す
べ
き
こ
と
を
求
め
は
す

る
が
、
行
政
当
局

に
よ
る
自
治
体
労
働
者

の
基

本
的
権

利

の
制

限
を
正
当

化
し
う
る
も

の
で
は
な

い
。

こ
の
反
動
的
自
治
体
労
働
者
論

は
、
自

治
体

労
働
者

を
反
動
勢
力

の
特
権

へ
の
忠
実

な
奉

仕
老

に
仕
立
て
あ
げ
て
、
地

方
自
治

を
破
壊

す
る
た
め

の
議
論

で
あ

る
。

他
方

、
民
主
勢
力

の

一
部

に
地
方

公
務
員

が
住
民
奉

仕

の
職

務
を
も

つ

こ
と

の
民
主
主
義
的

意
義
を
み
る

こ
と
が
で
き
ず

、
「
全
体

の
奉
仕
者

」



と

い
え
ば
自

治
体

労
働
者

の
権
利
抑

圧
を
甘
受

し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
か

の
よ
う

に
み
な
し
、
自
治
体

労
働
者

が
労
働
者

と
し
て
の
階
級
的
性
格
を

も

つ
か
ら
自
治
体
闘
争
で
重
要
な
役
割
を
は
た
す

と
い
う
こ
と
だ

け
を

お

も

に
強
調
す

る
議
論
が
あ

る
。

こ
の
議

論
は
、
「
住
民

の
要

求

の
名
」
や

「
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
か
く
れ
て
お
し

つ
け
ら
れ
て

い
る
日
常
的

な

『合
理

化
』
攻
撃

に
対
決
」
す
る
な
ど
と

い
っ
て
、
住
民

全
体

へ
の
奉
仕

の
た
め

の
必
要
で
妥
当
な
改
善
な
ど
を
も

「
合
理
化
」
反
対

と
称

し
て
拒

否
す
る

主
張
を
し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
方
公
務
員
が
住

民
奉
仕

の
職
務

を
も

つ

こ
と
と
、
労
働
老

で
あ
る

こ
と
を

二
律
背

反
と
す

る
点

で
は
、
反
動

的
自

治
体
労
働
者
論
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
住
民
と

の
連
帯

を
事
実

上
否

定

し
、
反
動
勢
力

の
地
方
自
治
と
自
治
体
労
働
者

へ
の
攻
撃

に
手
を
貸
す

客
観
的
役

割
を
は

た
す
も

の
で
あ
る
。

こ
の
議
論

は
、
「革

新
自
治
体

と

い
え
ど
も
ブ

ル
ジ

ョ
ア
独
裁

の

一
機
関

に
す
ぎ
な

い
」
な
ど
と

い
う
誤

っ

た
自
治
体
論

と
も
結
び

つ
い
て
、
革
新
自
治
体

に
お

い
て
、
自
治
体
労
働

者

が
、
革
新
統

一
戦
線

の
重
要
な
構
成
部
分
と
し
て
、
住
民
奉
仕

の
行
政

を
確
立
発
展
さ

せ
る
課
題

に
自
覚
的
、
積
極
的

に
と
り
く
む

の
を
妨
げ
る

点

で
、
と
く
に
有
害

で
あ

る
。

(3
)
自

治
体
労
働
者

の
労
働
組
合
運
動

は
、
自
治
体
労
働
者

の
生
活
と

権

利
を
守

る
た
め
に
当
然

た
た
か
う
こ
と
を
課
題
と

し
て
い
る
。

そ
れ
と

と
も

に
自

民
党

政
府
や

地
方
政
治

に
お
け
る
反
動
勢
力
が
地
方
自
治
を

ふ

み

に
じ

っ
て
大

企
業
奉
仕

の
行
政

を
お
し

つ
け
る
こ
と
を
批
判

し
、
反
対

し
、
ま
た

「
解
同
」
朝

田
派

の
よ
う
な
反

共
暴
力
利
権
集
団

に
自
治
体
当

局
者
が
屈
服
し
て
不
公
正
で
反

民
主
的

な
行
政
を

お
し
つ
け
る
こ
と
に
反

対

し
、
民
主
勢
力
と
共
同
し
て
地
方
政
治
革
新

の
た
め
積
極
的

に
た
た
か

わ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
そ

し
て
日
常

の
職
務

の
遂
行

の
う
え
で
も
、
住
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民
自
治

と
住
民
福
祉

へ
の
奉
仕

の
行
政
活
動
が

で
き

る
だ
け
お
こ
な
わ
れ

る
よ
う
な
改
善
を

は
か

っ
て
い
く

こ
と
を
、
重
要

な
課
題

と
し
て
と
り
く

ま
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

こ
と
に
革
新
自
治
体

に
お

い
て
は
、
革
新
首

長

に
す
す
ん

で
協
力

し
、
以
前

の
反
動
的
地
方
政

治

の
遺
物

の
克

服
や
住
民

本
位

の
行
政

の
た
め

の
提
案
も

お
こ
な
い
、
批

判
す

べ
き
問
題
点

や
是
正

す

べ
き
欠
陥

は
率
直

に
提
起

し
、
地
方
政
治
革
新

の
事
業

の
前
進

に
貢
献

す
べ
き
で
あ

り
、
住
民

と
結
合

し
た
た
た
か

い
方

の
追

求
に

い
っ
そ
う
留

意
す

べ
き
で
あ

る
。

た
と
え
ば

、
高
級

の
管

理
職

の
特
権
的
退
職

金
制
度

の
廃

止
、
住
民
奉

仕

の
た
め
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味

の
な

い
管

理
職

の
新

増
設

の
中
止
な
ど

の

課
題
を
も
積

極
的
に
と
り
あ

げ
る
べ
き
で
あ
る
。
職
員

の
労
働
条
件

の
保

障
と
と
も

に
、
職
員

の
休
憩
時

の
住
民

の
た
め

の
窓

口
業
務
を
保
障
す
る

一
定

の
措
置
を
工
夫
す
る

こ
と
な
ど
も

の
ぞ
ま
し

い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の

た
め

に
は
、
住
民

へ
の
直
接

の
サ
ー
ビ

ス
の
部
門

の
人
員
は
む
し
ろ
補
強

し
て
、
現
在

の
不
当
な
労
働
強
化

に
よ
ら
ず

に
サ
ー
ビ

ス
向
上
を

は
か
る

方
向
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ

に
よ

っ
て
、
た
と
え
ば
公
園
や
図
書
館
や
保

育
所
な
ど

の
利
用
時
間

の
延
長
と

い
う
住
民
側

の
つ
よ
い
要
望

に
こ
た
え

る

こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
同
時

に
、
住
民
と
話

し
あ

っ
て
ゴ

ミ
の
出

し
方

な
ど
を
合
理
的
な
も

の
に
し
て
、
自
治
体
労
働
者

の
余
計

な
手
間
を

は
ぶ

く
た

め
の
住
民

の
協
力
を
得

る
な
ど

の
こ
と
も
必
要

で
あ

る
。
住
民
福
祉

の
た

め
ど
う

し
て
も
必
要

な
人
員

の
増
加

な
ど
を
要
求
す

る
と
同
時

に
、



公
正

で
民
主
的
な
行
政

の
効
率

的
な
執
行

の
た
め

の
機
構
改
革

や
人
員

配

置

の
改
善
な
ど

の
問
題

に
つ
い
て
も
、
現
状
維
持
を
主
と
す

る
消
極

的
態

度

で
は
な
く
、
や
む
を
え
ぬ
職
場

の
変
更

に
と
も
な
う
業
務
上

の
知
識
や

技
術

な
ど

の
習
得

の
保
障
な
ど
を
も
ふ
く
め
て
自
治
体

労
働
者

の
生
活
と

権
利
を
擁
護

し
つ
つ
、
必
要
適
切
な
改
革
を
す
す
め
る
積
極
的
態
度
が
必

要

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
、
自
治
体
労
働
者

の
職
務
を
も
十
分
考
慮
し
た
多
面
的
な

活
動

で
住
民

と
か
た
く
結
び

つ
く

こ
と
に
よ

っ
て
、
自
治
体
労
働
者

の
生

活

と
権
利

の
た
め
の
闘
争
も

い

っ
そ
う
前
進

し
、
地
方
自
治
を
守
る
闘
争

も
力
強
く
発
展
す

る
の
で
あ

る
。
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